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１．問題と目的

　本や新聞，テレビ，手紙，メール等，文字は情報伝
達やコミュニケーションの手段として私たちの生活の
中に溢れている。子どもにとってもそれは同様で，子
どもは就学前のかなり早くから多様な遊びや活動を通
じて文字の世界に慣れ親しんでおり，読み書きを習得
し始めるのは3歳から4歳にかけてであると言われて
いる（小森ら，2003；高橋，2006） 4 ） 7 ）。国立国語研
究所（1972） 3 ）の調査では，就学前の5歳クラス児で
ひらがなを1文字も読めない子どもは1.1%に過ぎず，
60%以上の子どもが60文字以上のひらがなを読むこ
とができると報告されている。これと同様の方法で行
われた島村ら（1994） 5 ）の調査では，60文字以上のひ
らがなを読める子どもは，5歳クラス児で80%以上に
達しており，ほとんどの子どもが就学前からひらがな
を読み始めていることがわかる。これら 2つの調査の
変化を踏まえると，現代ではさらに多くの子どもが就
学前からひらがなを読むことができると推測される
が，現代の幼児がどれほど，そしてどのように，ひら
がなを獲得しているのかはあいまいな部分が多い。一
方で，知的・発達障害児（LD児も含む）のひらがな
獲得は，突出して獲得が早い子どもやなかなか獲得が
すすまない子ども，ディスレクシアのようにつまずき
を示す子どもなど，獲得状況が多様化している（例え
ば，日高ら，2007；小枝，2009；吉岡ら，1993） 1 ） 2 ） 6 ）。
健常児であっても，小学校で読み書き指導を受ける前
の幼児では，獲得状況は子どもによって様々であり，
獲得過程においては，つまずきや不安定さがみられる

ことが予想される。健常児の場合，これらのつまずき
や不安定さを早期に乗り越え，ひらがな獲得がすすん
でいくと思われるが，知的・発達障害児では，つまず
きや不安定さが長期にわたって続く場合もあり，安定
した獲得に向けては支援が必要であると言える。そこ
で，就学前の健常幼児の多様化しているひらがな獲得
の現況を明らかにすることで，知的・発達障害児のひ
らがな獲得を支援する手がかりを得ることができるの
ではないかと考えた。本研究は，健常幼児を対象と
し，ひらがなの獲得状況とつまずき・不安定さを明ら
かにすることを目的とした。

２．方法

２．１　対象
　健常幼児61名（CA4歳児：20名，CA5歳児：20名，
CA6歳児21名）とその保護者

２．２　手続き
　対象児にひらがな課題を実施し，保護者に子どもの
ひらがな獲得に関するアンケートの記入を依頼した。

２．３　実施課題
２．３．１　ひらがな課題
　各課題は個別に実施された。
［1］ひらがな音読課題：ひらがなカードを見て，音読
する課題。［1］-①対象児の名前の音読，［1］-②ひら
がな 1文字ずつの音読，［1］-③ひらがな単語を音読
し，書かれた単語を示す絵を選択する課題（図 1）で
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あった。［1］-③の刺激は，ひらがな清音のみで構成
された単語 3語，濁音・半濁音を含む単語 2語，拗長
音を含む単語，促音を含む単語がそれぞれ 1語ずつで
あった。［1］-②は，［1］-③の単語を構成する文字と
対象児のなまえを構成する文字を刺激として用いた。

［2］ひらがな選択課題：音声または絵カードで示され
たひらがなを選択する課題。［2］-① 8文字のひらが
なが並んだ中から実験者が音声提示した 1文字を選択
する課題，［2］-②絵カードを提示し，その絵の名前
が正しく書かれた文字列を選択する課題（図 2）で
あった。［2］-②の刺激は，［1］-③と同様の構成で異
なる単語を用い，［2］-①は，［2］-②の単語を構成す
る文字を用いた。

２．３．２�　ひらがな獲得の経緯・道具に関するアン
ケート

　対象児のひらがな獲得について，保護者に選択式で
回答を求めた。質問項目は，①どのようにしてひらが
なを覚えたか（経緯）②何でひらがなを覚えたか（道
具）である。

３．結果と考察

３．１　ひらがな獲得状況
　国立国語研究所（1972） 3 ）を参考に，ひらがな音読
課題の結果から，ひらがな獲得水準をつくると，表 1
のように分類することができた。各水準の分布は図 3
の通りである。

　1文字も読めないA水準は 4歳児 2名（3.3%）のみ
であった。年齢が上がるとともに，高い水準が増えて
いき，6歳児ではほとんどの対象児がH水準である。
このことから，多くの子どもが 4歳時点でひらがなを
読み始めており，6歳児では，1文字ずつであれば，
特殊音節も含めてほとんどのひらがなを音読可能と
なっていることが考えられる。全体をみると，H水準
が最も多く，次いでE水準が多くなっている。半数以

図1　単語音読課題

図2　単語選択課題

表1　ひらがな獲得水準

水準 人数 清＋濁・半濁音読字数
（26文字）

拗・促
（各1語ずつ） 内容

A  2名 0 × 1 つも読めない
B  2名 1 ～ 5 × 名前は読めない　姓名構成文字など数文字を読める
C  3名 6 ～ 15 × 名前を読める　姓名構成文字と清音数文字を読める
D  2名 16 ～ 20（6 割以上） × 清音はほぼ読め，濁・半濁音は半分ほど読める
E 10名 21 ～ 26（8 割以上） × 清音と濁・半濁音はほぼ読めるが，特殊音節は読めない
F  6名 21 ～ 26（8 割以上） どちらか 清音と濁・半濁音はほぼ読め，特殊音節のどちらかが読める
G  3名 21 ～ 25（8 割以上） 両方 特殊音節含めてほぼ読めるが，やや不安定さがある
H 33名 26 両方 1文字音読と特殊音節の音読はすべて可能

図3　各水準の分布
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上の対象児が 1文字音読や特殊音節文字の音読を安定
して行えると言えるが，E水準の多さからは，清音や
濁・半濁音に比べて，特殊音節の獲得の難しさがわか
る。また，4歳児は，A水準からH水準まで幅広く分
布されており，個人差が大きい。これには，子どもの
興味関心や，親の教育関心，幼稚園・保育所，生活環
境等，様々な要因が関連していることが推測される。

３．２　ひらがな獲得の経緯・道具（保護者アンケート）
　対象児がどのようにひらがなを獲得したかという問
い（獲得経緯）の回答結果は図 4の通りである。

　回答内容は，「子どもが興味を持って聞いてきたの
で教えた」「気がついたら覚えていた」「家庭で積極的
に教えた」「習い事や通信教育で習った」「幼稚園・保
育所で習った」であった。「子どもが興味を持って聞
いてきたので教えた」「気がついたら覚えていた」と
いう回答は，どちらも子どもの興味によって文字を獲
得し始めたものであり，「家庭で積極的に教えた」「習
い事や通信教材で習った」というのは家庭での積極的
な教育ということができる。全体をみると，「子ども
が興味を持って聞いてきたので教えた」「気がついた
ら覚えていた」の回答が多く，子ども自身がひらがな
に興味をもち，獲得し始めることが多いことが明らか
になった。子どもがひらがなに興味を抱き，読もうと
したり，大人に聞くところからひらがな獲得が始まる
ため，その時期は子どもによって異なり，３．１の結
果にみられた 4歳児の獲得水準のばらつきの大きさに
関係しているのではないかと考えられる。また，数と
して多いわけではないが，全ての年齢で家庭や幼稚
園・保育所で教えたという回答がみられ，就学前から
子どもにひらがなを教え，獲得させよういう大人の意
識があることも明らかになった。
　対象児が何でひらがなを獲得したか，という問い
（獲得道具）の回答結果は図 5の通りである。

　「その他」の内容は，「テレビのテロップ」「ゲーム」
「車両ナンバー」等であった。年齢ごとでそれほど大
きな違いはないが，5，6歳児にのみ「教材」という
回答がみられる。4歳児では，あいうえお表は用いら
れるものの，名札や私物，本，看板等の身近な物や玩
具からの獲得が主であり，年齢が上がると，あいうえ
お表や教材等，ひらがなを獲得するための道具の割合
が増えてくることがわかる。年齢が上がるにつれ，遊
びや生活の中で自然に獲得というより，子どもの興味
に応じつつも，学習という要素が強まり，ひらがな獲
得がすすんでいくことが示唆された。

３．３　ひらがな獲得過程における不安定さ
　各課題の正答率の分布は図 6～9の通りである。

図4　ひらがな獲得経緯

図5　ひらがな獲得道具

図6　1�文字音読課題正答率の分布

図7　単語音読課題正答率の分布
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　音読課題（図 6，7）をみると，1文字音読課題に比
べ，単語音読課題の正答率が低くなっていることがわ
かる。未獲得の文字があるために，単語を正しく音読
できないという誤答はもちろんあるが，1文字ずつは
読めるにも関わらず，単語課題は誤答という不安定さ
を示す対象児もみられた。内容としては，1文字ずつ
は読めるのに，単語では読み誤り（例：“き”は正し
く読めるが，“うきわ”は「うさわ」と読む）や，別
単語として読む（例：“あ”“り”は読めるが，“あり”
を「あめ」と読む），横書きの単語を右から読む（例：
“でんわ”を「わんで」と読む）などの反応である。
また，少数ではあるが，単語は読めるが1文字ずつで
は読み誤る（例：“にんぎょう”は読めるが，“ぎょ”
単独では「ぎよ」と読む）という不安定さを示す対象
児もみられた。ひらがな獲得過程においては，1文字
読みと単語のかたまり読みが混在していたり，読みの
ルール理解が不十分である等，様々な形で不安定さが
みられることが明らかになった。
　また，単語選択課題（図 9）では，他 3課題に比べ，
正答率100％の対象児が少なくなっており，H水準児
でも誤答が多くみられる。正答率が80 ～ 99%であっ
た対象児の多くが，特殊音節単語の課題で誤答となっ
ており，特殊音節の音読が可能であっても誤答となる
対象児が多くみられた。特殊音節の単語選択課題は，

救急車の絵を見て，【“きゅうきゅうしゃ”“きゅきゅ
しゃ”“きゃうきゃうしゃ”“きうきうし”】の選択肢
の中から正しい単語を選択する課題と，ろけっとの絵
を見て，【“ろけっと”“ろけと”“ろっけと”“とっけ
ろ”】の中から正しい単語を選択する課題であった。
これらの課題の正答率の低さから，音声や頭の中で唱
えた単語から，長音や促音を認識し，文字に変換する
ことや，文字で並んだ単語の細かい表記の違いに気づ
き，正しく読み比べることは，ひらがな獲得過程の子
どもにとっては難しいことであり，ただ特殊音節文字
を音読することと同時に獲得されるわけではないこと
が示唆された。音声で提示された単語から，長音や促
音を認識することには，音韻意識が関連しているので
はないかと思われ，特殊音節の表記に関しては，読み
だけでなく，書字の経験を積むことで獲得が安定して
いくのではないかと考える。これらについては，さら
に検討が必要である。
　すべての課題において100％の正答率であった対象
児は13名（21％）のみであり，1文字課題や音読課
題では安定した獲得だと思われたH水準児の中にも，
単語選択課題では誤答があり，不安定さを示す対象児
がみられた。また，本研究では全課題正答であった
13名であっても，他の課題を行えば，不安定さが示
される可能性もないとは言えず，ひらがな獲得過程に
おいては，1文字読みや音読のみといった単一的な側
面で子どもの獲得状況を判断するのではなく，複数の
側面からみていくことが必要であると考えられる。そ
うすることで，子どもの獲得状況やつまずき，不安定
さをより詳細に把握することができ，安定した獲得に
向けた支援へとつなげていくことができると思われ
る。今後は，知的・発達障害児のひらがな獲得につい
て調査し，健常幼児の獲得状況やつまずき・不安定さ
との比較から，ひらがな獲得に向けた支援について検
討していくことが求められる。
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Abstract

 In this study, we examined current acquisition state and instability of hiragana in normally developing children. The result 

revealed that most children began to read hiragana at 4 years old, and can read most hiragana letters including a special 

syllables at 6 years old. On the other hand, when we examined acquisition state from some sides, it became clear that the 

acquisition in the acquisition process still had instability. The results suggested that it was necessary to understand the 

acquisition state more exactly by understanding the current state of the hiragana acquisition of the child from the plural 

aspects to examine support for the stable hiragana acquisition.
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要旨:　本研究は，健常幼児を対象として，ひらがな獲得の現況と不安定さについて調査をした。その結果，
多くの子どもが 4歳時点でひ らがなを読み始めており，6歳時には，1文字ずつであれば，特殊音節も含めて
ほとんどのひらがなを音読できることが明らかになった。一方で，獲得過程においては様々な形で不安定さが
みられることも明らかになり，安定したひらがな獲得に向けた支援を検討するためには，子どものひらがな獲
得の現況を複数の側面から捉え，獲得状況をより正確に把握する必要があることが示唆された。

キーワード: 健常幼児，ひらがな，獲得，不安定さ
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